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 この度、貴国が３回目の核実験を実施したとの報道を受けました。 

 当市は恒久平和の実現に努めるとともに、核兵器のない平和の実

現に努力していくことを決意し、２００２年に「苫小牧市非核平和

都市条例」を施行しており、核兵器の実験等に対する反対の表明も

謳っています。 

 貴国が、核実験を強行したことは、国連安全保障理事会決議に違

反するもので、唯一の被爆国として世界平和を願う私どもにとりま

して極めて遺憾であり、「苫小牧市非核平和都市条例」を制定してい

るまちの市長として、市民を代表して貴国に対し強く抗議の意を表

するものであります。 

 貴国におかれましては、核兵器の保有と開発につながるあらゆる

核実験を即刻中止するとともに、６カ国協議への復帰により、核抑

止力に頼らず対話による平和的解決を行うよう強く要請いたします。 


